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要	
 約 

 

	
 二酸化炭素固定化反応のなかでも最も直截的な反応である炭素–水素結合の

直接カルボキシル化反応の開発を目的に研究を行った。その結果、2-ヒドロキシ

スチレン類に対し diglyme中、1気圧の二酸化炭素雰囲気下、Cs2CO3と触媒量の

Pd(OAc)2を 100 ºCで作用させると、アルケニル炭素–水素結合のカルボキシル化

反応に続くラクトン化が進行し、クマリン誘導体が収率良く得られることを見

出だした。また、その反応中間体として想定されるアルケニルパラジウム錯体

の単離にも成功し、反応機構に関する知見を得た。本反応は、パラジウム触媒

と塩基を用いるだけで効率的にカルボキシル化を行うことのできる実用性の高

い優れた二酸化炭素固定化反応である。 

 


